
１．はじめに
沖縄島は、九州南端から台湾まで約1100kmに及ぶ琉球

列島の央部にあり、列島中最大の全長約100kmの細長い
島である。沖縄島の地形は、残波岬～石川間を境に中南部
と北部で大きく異なる。北部は高島（高い山地を主体とし
た島）的であり、中南部は低島（低平な台地状の島）的で
ある（図–１）。

那覇市などの都市がある中南部の面積は478.57k㎡と東
京区部の３／４程度でしかないが、2010年人口は
1,145,731人（全県80％）、1955年の２倍に増加してい
る。人口が集中する中南部の地形は、最高位の段丘でも
200ｍを越えない石灰岩段丘（琉球石灰岩）と、基盤の島
尻層群泥岩が侵食され生成した小起伏丘陵で代表され、大
きな河川もないため沖積平野と呼べる広く平坦な地形は存
在しない。 

中南部では米軍基地が広い面積を占めたため、戦後間も
なくから台地・丘陵での宅地開発などにより市街地が拡大
され、これらの地域では大小の地形改変が行われた。ま

た、本土復帰後には沿岸部の埋め立てや米軍基地返還跡地
の利用として、那覇市新都心地区など大規模な区画整理事
業が行われている。

サンゴ礁や琉球石灰岩（新生代第四紀）の台地、地滑り
が多く発生する島尻層群泥岩、これら岩盤が風化侵食され
形成された亜熱帯性地形（カルスト地形、岩塊崩落・地滑
り地形、小起伏丘陵）などは、日本本土に見られない特殊
な地形・地質である（図–２）。これらは大規模な土木工
事等で障害となることもあるが、中南部の戸建て住宅地盤
としては、造成地履歴（切土・盛土）を知ることが重要で
あると考えられる。

 

⑨沖縄の切土盛土分布
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図–1　沖縄島鳥瞰図 図–2　沖縄島中南部の地質
（地質調査総合センター1/50000地質図をもとに現地調査等を合わせ編集）
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２．地形モデルの作成
地形改変以前の地形を記録した地形図として、陸軍測地

部が作成した１/25000地形図や米軍作成の１/4800地形
図が知られている。特に米軍作成地形図はカラー印刷で、
等高線は茶色で表示され、その間隔は5フィート（1.524m）
となっている。１/4800地形図の作製に用いられた空中写
真は 1947年の10月、11月ならびに 1948 年１月に撮影
され、図郭四隅緯度経度は１分間隔となっている。

切土・盛土分布図作成のために、この地形図より等高線
を抽出し、デジタル処理で５ｍメッシュ標高データを作成
した。また、現在の詳細地形は国土地理院５ｍメッシュ標
高を利用した。

図–３は、那覇市北部から浦添市にかけての、1948年と
現在の地形を比べたものである。1948年の地形モデルで
は、浦添市にはリニアメントと砂岩泥岩の特徴的な地形が
みられる。何れも地形改変により不鮮明化あるいは消滅し
ている。浦添市の小禄砂岩部層分布地域には、細かなヒダ
状の谷・尾根（小起伏丘）がａおよびｂ地域に発達する。
この地形は2008年ではａ地域では完全に消滅し、ｂ地域
では一部を除き消滅している。また、島尻層群泥岩が広く
分布する南西部のｃやｄ地域には、沖繩の気候が生み出し
た亜熱帯地形の盆状谷が発達するが、現在は改変され階段
状の区画に整備されている。

以上のように、この地域では広い範囲で地形改変が行わ
れていることが読み取れ、古地図からの地形モデルは重要
な情報になることがわかる。

３．切土盛土分布図
切土盛土分布図は、1948年グリッド標高と現地形の差

分より算出した。まず、大規模な切土盛土分布を明瞭にす
るため、現在標高と1948年標高の差が３m以上の地点を
抽出し図–４に示した。浦添市全域、那覇市新都心地区、
小禄地区、豊見城市北部、南風原町北西部など、台地・丘
陵地帯では大規模な地形改変区域が広く分布する。一方、
那覇市旧市街から同市真和志地区、宜野湾市台地部には比
較的少ない。また、図–４より算出した地形改変面積は、
切土1436ha、盛土594haと切土面積は盛土の約2.5倍と
なった。一般的に大規模な宅地造成では、平坦化のため丘
などを崩し、その土砂で谷を埋めることが多く、その場合
切土盛土面積はほぼ等しくなるものと推定されるが、ここ
ではアンバランスであった。その理由は、この期間に拡大
した沿岸部の埋め立て土砂として利用されたためと考えら
れる。 

那覇市新都心地区の切土盛土分布図を図–５に示した。
ここでは大規模な地形改変が行われたことがわかる。谷埋
め盛土は、安謝（あじゃ）川支流の多和田（たわだ）川上
流部、旧谷地形に沿って細長く入り込んでいる。銘苅（め
かる）墓跡群より南西側の上流部や支流銘苅川、大湾川は
完全に埋め立てられている。盛土層厚は最も厚い部分で

10mを超えている。

４．おわりに
沖縄島中南部では広い範囲の台地・丘陵地域で地形改変

が行われており、切土・盛土が潜在している。沖縄には戦
後間もなく米軍が作成した１/4800地形図があり、これを
利用すると、沖縄島中南部の広範囲で、古い時期の小規模
な地形改変をも明らかにすることができる。また、この地
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図–3　浦添市の地形比較（上：1948 年，下：2008 年）

図–4　大規模切土盛土分布図
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形図の５フィート（1.524m）間隔等高線より算出された
地形モデルは現在の高精度地形データと比べても十分な精
度を有しているので、造成された住宅地のより詳細な盛土
層厚情報を得ることができる。今後、これら古地図の活用
が進むことを期待している。
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図–5　那覇市新都心地区切土盛土分布図
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